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会
長
挨
拶

老
健
を
地
域
の
拠
点
に

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
よ
り
ご
支

援
、
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
さ
ま
で
昨
年
度
も
充

実
し
た
運
営
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

殊
に
二
月
二
十
二
日
の
全
老
健
第
一
回

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・
第
十
八
回

埼
老
健
大
会
で
は
、
多
数
の
会
員
施
設
職

員
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
盛
会
裏
に
終
え

ら
れ
ま
し
た
。
県
外
か
ら
の
二
百
三
十
名

を
含
め
、
九
百
名
を
超
え
る
方
々
が
セ
ミ

ナ
ー
や
研
究
発
表
会
、
福
祉
・
医
療
機
器

展
に
参
集
し
、
交
流
の
場
を
持
ち
、
最
新

情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
漆

原
彰
名
誉
会
長
の
ご
講
演
は
、
我
々
が
果

た
す
べ
き
役
割
を
再
認
識
し
２
０
２
５
年

に
向
け
た
地
域
包
括
ケ
ア
の
有
り
方
を
考

え
る
内
容
の
濃
い
お
話
で
し
た
。
次
期
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
は
東
京
支
部
の
開
催
が
予
定

さ
れ
埼
老
健
協
会
と
し
て
協
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

例
年
埼
玉
県
会
議
員
と
協
会
役
員
と
の

公益社団法人
埼玉県介護老人保健施設協会

会長 小 川　郁 男

意
見
交
換
会
が
持
た
れ
て
お
り
ま
す
。
昨

年
は
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
も
あ

り
、
消
費
税
、
補
足
給
付
費
、
医
療
費
、

ス
タ
ッ
フ
不
足
、
処
遇
改
善
等
々
老
健
の

抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
伝
え

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
主
張
が
十
月
の
県

議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢
介

護
課
が
中
心
と
な
り
二
月
に
「
介
護
職
員

し
っ
か
り
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
の
介
護
人

材
の
確
保
・
定
着
を
図
る
た
め
の
具
体
策

を
検
討
す
る
実
務
レ
ベ
ル
の
会
で
す
。
本

協
会
か
ら
は
、
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

内
田
三
千
則
理
事
、
ほ
か
に
老
人
福
祉
施

設
協
会
、
在
宅
福
祉
事
業
者
連
協
、
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
小
規
模
多
機
能
協

議
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
六
名
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
介

護
職
員
に
な
っ
た
方
々
が
元
気
は
つ
ら
つ

と
介
護
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
五
月
九
日（
木
）に
「
介
護
職
員
合
同

入
職
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
記
念
講
演

会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
先
ず
は
介
護
職

と
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
各
団

体
と
の
交
流
に
進
展
し
て
い
け
ば
本
格
的

な
高
齢
社
会
の
対
応
に
大
き
な
成
果
が
上

が
る
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
が
経
ち
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
多
く
の
方
々
は
先
の
見
え

な
い
厳
し
い
状
況
で
ご
苦
労
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。
全
老
健
は
こ
の
大
震
災
の
体
験

を
教
訓
化
し
、
災
害
等
の
発
生
時
に
、
被

災
地
の
老
健
施
設
へ
の
支
援
等
を
基
本
と

し
た
活
動
を
行
う
「
全
老
健
災
害
派
遣
ケ

ア
チ
ー
ム
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｔ
」
の
構
築
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
全
老
健
協
会
が
編
集
し
た
震

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
老
健
が
地
域
の
防

災
拠
点
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
後
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
中
核
と
な
る
施
設
と
し
て
、
日
頃

の
知
識
と
経
験
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大

限
に
生
か
し
、
落
ち
着
い
て
一
つ
ひ
と
つ

対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
当

協
会
と
し
て
も
新
年
度
「
災
害
対
策
委
員

会
」
を
設
置
し
て
非
常
時
に
は
「
福
祉
避

難
所
」
と
し
て
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
が
担
え
る
よ
う
備
え
て
行
き
ま
す
。

　

新
年
度
も
皆
様
の
ご
支
援
の
も
と
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
数
に
お
い

て
も
内
容
的
に
も
全
国
で
も
誇
れ
る
研
修

会
を
開
催
し
て
お
り
本
年
は
全
老
健
と
埼

老
健
協
会
と
が
共
同
し
て
行
う
研
修
会
も

埼
玉
県
福
祉
部
と
の
意
見
交
換
会
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平成24年度「会長表彰」受賞者
施　設　名 氏　名

逍遥の郷 北野　雅史
シルバーケア敬愛 澤井　美佐
シルバーケア敬愛 牛之濱　まち
すぎとナーシングケア 和久井　梅子
すぎとナーシングケア 長嶺　幸子
鶴ヶ島ケアホーム 小川　一成
鶴ヶ島ケアホーム 島田　広
ナーシングホーム和光 金子　美沙
ナーシングホーム和光 末永　申
南面 石田　まみ
虹の園 木下　一之
虹の園 荒井　由美子
蓮田ナーシングホーム翔裕園 影山　拓海
はつらつ 小林　良子
はつらつ 高橋　美恵
飯能ケアセンター楠苑 小坂　若乃
東松山市総合福祉エリア 佐藤　高子
東松山市総合福祉エリア 日下部　美智子
ひかりナーシングピア 伴野　洋子
ひかりナーシングピア 薄井　瀧子
FOMA　なごみ 栗原　峰子
FOMA　なごみ 松嶋　郁恵
プルミエール 池上　良子
プルミエール 永井　千恵
本庄ナーシングホーム 恒松　教道
本庄ナーシングホーム 茂木　弓枝
三郷ケアセンター 矢口　賢治
三郷ケアセンター 桜沢　由美子
やまざくら 茂木　伸光

施　設　名 氏　名
彩の苑 飯島　俊典
彩の苑 藤本　優樹
いこいの家 河合　英則
いこいの家 佐藤　真弓
いづみケアセンター 橋本　房江
いづみケアセンター 中小路　淳子
岩槻ライトケア 佐藤　久子
岩槻ライトケア 大塚　幸子
鶴寿の里ナーシングホーム 福田　実
カノープス・羽生 高橋　新太郎
カノープス・羽生 関口　敏江
かみさとナーシングホーム 岩崎　智一
かみさとナーシングホーム 中久木　輝之
北埼玉ヘルスケアビレッジ 八城　明美
北埼玉ヘルスケアビレッジ 森田　冨美子
きんもくせい 市川　和美
きんもくせい 工藤　裕子
ケア・ビレッジ　シャローム 野呂　牧人
ケア・ビレッジ　シャローム 近藤　健一
ケアステーション所沢 石塚　清和
ケアステーション所沢 國吉　桂子
厚生会川口ケアセンター 菊地　里美
厚生会川口ケアセンター 山本　進
鴻巣フラワーパレス 藤永　広美
鴻巣フラワーパレス 郡司　清代美
高齢者ケアセンターゆらぎ 市川　光敏
高齢者ケアセンターゆらぎ 川見　仁美
翔寿苑 鈴木　由紀恵
逍遥の郷 嶌田　剛裕

58名 (施設名 五十音順)

企
画
中
で
す
。
会
員
各
施
設
は
懸
命
に
職

員
の
質
の
向
上
に
力
を
注
い
で
お
り
ま

す
。
協
会
と
し
て
も
研
修
を
最
重
要
と
捉

え
て
お
り
最
大
限
の
努
力
を
し
て
参
る
所

存
で
す
の
で
、
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
申
し
出
て
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

終
わ
り
に
各
地
区
持
ち
回
り
の
全
国
大

会
が
本
年
七
月
石
川
県
で
、
そ
し
て
来
年

は
岩
手
県
で
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
後
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
が
当
番
地
区

と
な
る
に
当
た
り
埼
玉
大
会
を
招
聘
し
て

お
り
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
し
て

会
長
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に

は
ご
支
援
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

敬称略

生
活
リ
ハ
ビ
リ
研
修
会



全
老
全
老
健
第
１
回
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・　 

　

第
18
回
埼
老
健
大
会　
開
催
さ
れ
る

地域包括ケア地域包括ケアをを考える考える
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２
月
22
日（
金
）さ
い
た
ま
市
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
で
開
催
さ
れ
た
全
老
健
第
１
回
関
東
甲
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
・
第
18
回
埼
老
健
大
会
は
埼
玉
県
内
会
員

施
設
職
員
４
６
０
名
、
県
外
会
員
施
設
職
員
２
３
０

名
、
出
展
企
業
等
関
係
者
２
０
０
名
、
報
道
関
係
者

を
含
む
一
般
参
加
者
20
名
、
合
計
９
０
０
名
を
超
え

る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
他
県
と
の
交
流
の
有
用
性
と
今

回
の
企
画
の
内
容
の
多
様
性
を
評
価
す
る
声
が
あ
り

ま
し
た
。
一
方
で
会
場
の
複
雑
さ
や
日
程
の
ゆ
と
り

な
ど
に
つ
い
て
の
課
題
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
小
川
郁
男
支
部
長
の
「
大
会
趣
旨
説

明
と
参
加
お
礼
」
の
挨
拶
が
あ
り
、
埼
玉
県
知
事
代

理
鈴
木
豊
彦
福
祉
部
副
部
長
、
埼
玉
県
医
師
会
会
長

代
理
松
本
吉
郎
常
任
理
事
、
全
老
健
木
川
田
典
彌
会

長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
川
田
会
長

か
ら
は
祝
辞
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教
訓

を
お
示
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
全
老
健
・
埼
老
健
名
誉
会
長
漆
原

彰
先
生
よ
り
「
介
護
老
人
保
健
施
設
と
私
」
と
題
し

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
生
き
て
こ
ら
れ

た
毎
日
が
高
齢
者
医
療
で
あ
り
、
先
生
の
歩
ま
れ
た

後
に
今
の
介
護
老
人
保
健
施
設
が
あ
る
と
い
う
感
を

持
つ
内
容
で
し
た
。
特
に
「
老
人
保
健
施
設
の
立
ち

上
げ
」
と
そ
の
「
理
念
と
４
つ
の
役
割
」
を
定
め
る

過
程
や
、「
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
生
ま
れ
る
仕
組
み
や
そ

の
経
過
」
な
ど
正
に
先
頭
に
立
ち
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
方
か
ら
こ
そ
の
お
話
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史

を
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
、
参
会
の
多
く

の
人
に
感
銘
を
与
え
る
と
と
も
に
、
介
護
老
人
保
健

施
設
で
働
く
職
員
に
は
大
き
な
自
信
と
誇
り
を
届
け

る
も
の
で
し
た
。

　

３
会
場
で
開
催
さ
れ
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
は

以
下
の
演
題
で
す
。

Ｂ
会
場

「
認
知
症
の
薬
物
療
法
〜
B
P
S
D
へ
の
対
応
〜
」

 

第
一
三
共
株
式
会
社

講
師　

埼
玉
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

医
療
法
人
社
団
み
ど
り
会
武
里
病
院
院
長

兼
セ
ン
タ
ー
長 

大
野　

智
之
先
生

Ｃ
会
場

「
高
齢
者
と
う
つ
病
」　
　

シ
オ
ノ
ギ
製
薬
株
式
会
社

講
師　

順
天
堂
大
学
医
学
部
付
属
順
天
堂
越
谷
病
院

准
教
授 
稲
見　

理
絵
先
生

Ｄ
会
場

「
老
齢
者
に
お
け
る
呼
吸
器
感
染
症
の
病
態
と
治
療
」

 

富
士
フ
イ
ル
ム
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社

講
師　

神
奈
川
県
横
浜
市　

済
生
会　

南
部
病
院　

呼
吸
器
内
科
部
長　

横
浜
市
立
大
学　

呼
吸
器
内
科　

准
教
授

 

宮
沢　

直
幹
先
生

　

い
ず
れ
の
会
場
も
多
く
の
参
加
者
を
迎
え
盛
況
で

し
た
。

　

こ
の
間
Ａ
会
場
で
は
永
年
勤
続
者
58
人
と
第
３
回

介
護
百
人
一
首
優
秀
歌
10
人
に
対
す
る
表
彰
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
５
会
場
に
分
か
れ
69
演
題
の
口
演
発
表
、

22
演
題
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
座

長
の
推
薦
と
参
加
者
の
投
票
を
も
と
に
理
事
会
で
慎

重
審
議
の
結
果
次
頁
の
方
が
優
秀
演
題
と
し
て
選
出

さ
れ
ま
し
た
。



優 秀 演 題

「「2025年2025年にに向向けてけて！！」」大　会大　会
テーマテーマ
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同
時
開
催
さ
れ
た
「
介
護
を
支
え
る
福
祉
・
医
療

機
器
展
」
へ
は
協
賛
企
業
64
社
（
広
告
の
み
協
賛
12

社
）
が
出
展
し
、
最
新
の
福
祉
・
医
療
情
報
の
提
供

が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
が
説
明
に
耳
を
傾

け
、
少
し
で
も
役
立
つ
情
報
を
施
設
に
持
ち
帰
ろ
う

と
い
う
姿
勢
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
小
川
郁
男
大
会
会
長
よ
り
謝
辞
が
あ

り
、
次
回
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
東
京
都
の
山
田

禎
一
支
部
長
よ
り
大
会
や
研
究
の
大
切
さ
が
話
さ

れ
、
ご
自
身
の
名
誉
都
民
表
彰
を
も
と
に
介
護
の
仕

事
が
社
会
に
認
知
さ
れ
て
き
た
現
状
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

結
び
に
赤
枝
雄
一
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
は

じ
め
各
都
県
支
部
長
に
は
発
表
者
の
推
薦
を
は
じ
め

諸
課
題
の
解
決
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

各
支
部
事
務
局
の
皆
様
に
は
受
付
を
は
じ
め
大
会
運

営
に
お
力
添
え
頂
き
大
会
の
成
功
に
大
き
く
ご
貢
献

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

発　　表　　演　　題 施　設　名 都県名 発表者名

当施設における褥瘡対策の経緯と現状 晴和会上所園 新　潟 小林美由紀

口腔機能維持向上へのアプローチ グリーンビレッジ安行 埼　玉 小林　恵子

通所リハビリ利用者における栄養改善効果
多職種協働による在宅生活の自立支援をめざして リハリゾートわかたけ 神奈川 福島　　梢

事故報告書の活用とその効果
「結果」から読み取れる「原因」を探って いづみケアセンター 埼　玉 吉澤　完志

目指せ！　免疫力アップ
　これをすれば、あれが上がる↗↗

アーバンみらい
ハートランド東大宮 埼　玉 川畑　篤史

個別ケアの見直しについて
作業療法を通して日常生活が活性化された一症例 あそヘルホス 栃　木 森下　陽子

黒田　光子

最期の外出　家族のあったかい愛に包まれて はまなす 山　梨 渡邊　かな

ロングブレスによる身体へ及ぼす様 な々効果
当施設における体操の一環として

鶴ヶ島耳鼻咽喉科
デイケアルーム 埼　玉 田澤　俊亮

ケアプランを統一した方法で確実に実施するには？ 楽山苑 新　潟 知野　　聡

「より良いご家族への説明をめざして」
リハビリ専門職による家族説明から カノープス☆羽生 埼　玉 高橋新太郎

（抄録掲載順、敬称略）
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埼
玉
県
か
ら
の
お
願
い

埼
玉
県
福
祉
部
福
祉
監
査
課

【
人
員
に
関
す
る
基
準
関
係
】

Ｑ
１
　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
務
す
る
看
護

職
員
、
理
学
療
法
士
等
の
勤
務
時
間
は
、
ど
の
よ

う
に
記
録
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

Ａ
１
　

看
護
職
員
、
理
学
療
法
士
等
が
入
所
と
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
業
務
を
兼
務
す
る
場
合
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
員
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

わ
か
る
よ
う
入
所
と
通
所
の
各
勤
務
時
間
を
区
分

し
て
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２
　

有
給
休
暇
や
出
張
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
常
勤

職
員
と
非
常
勤
職
員
で
取
扱
い
に
違
い
が
あ
り
ま

す
か
。

Ａ
２
　

常
勤
職
員
の
場
合
、
有
給
休
暇
や
出
張
は
そ
の

期
間
が
暦
月
を
超
え
な
い
場
合
は
勤
務
し
た
時
間

に
参
入
し
ま
す
。
非
常
勤
職
員
の
場
合
、
有
給
休

暇
や
出
張
は
算
入
し
ま
せ
ん
。

【
運
営
に
関
す
る
基
準
関
係
】

Ｑ
３
　

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
つ
い
て
、
留
意
す
べ
き

点
は
何
で
す
か
。

Ａ
３●

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を

開
催
し
て
、
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
が
他
の
従

業
者
と
協
議
の
上
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
前
に
家
族
等
に
十
分
説
明
し
て
、
同
意
を
得
て
く

だ
さ
い
。
家
族
が
来
所
で
き
ず
同
意
に
時
間
が
か
か

る
場
合
に
は
、
郵
送
や
電
話
等
の
方
法
で
同
意
を
得

た
上
で
、
そ
の
日
時
、
説
明
者
、
家
族
の
氏
名
を
記

載
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
当
該
計
画
は
、
週
間
サ
ー
ビ
ス
計
画
表
（
第
３
表
）

又
は
日
課
計
画
表
（
第
４
表
）
も
含
め
て
利
用
者
、

家
族
に
交
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
実
施
の
評
価
）
を
行

い
、
３
〜
６
か
月
ご
と
に
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
見
直
し
後
の
計
画
も
、
家
族
の
同
意
を

得
て
、
計
画
書
を
交
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
４
　

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
は
、
ど
の
よ
う
に
行

え
ば
よ
い
で
す
か
。

Ａ
４
　

提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
詳
細
に
記
録
す
る

こ
と
が
、
利
用
者
等
と
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。
看
護
・
介
護
記
録
は
毎
日
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
夜
間
巡
視
を
行
っ
た
場
合
は
、
そ
の
時

間
が
分
か
る
よ
う
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
５
　

身
体
拘
束
を
行
う
場
合
に
留
意
す
べ
き
点
は
何

で
す
か
。

Ａ
５●

身
体
拘
束
は
、
行
動
制
限
が
一
時
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
、
や
む
を
得
ず
身
体
拘
束
を
実
施
す
る
場
合

の
要
件
の
一
つ
で
す
。「
緊
急
や
む
を
得
な
い
身
体

拘
束
に
関
す
る
説
明
書
」
に
は
拘
束
解
除
の
予
定
日

を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
は
、
解
除

に
向
け
た
取
組
に
必
要
な
最
小
限
の
期
間
を
設
定
し

て
く
だ
さ
い
。

●
拘
束
開
始
日
ま
で
に
家
族
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ

い
。
家
族
が
施
設
に
来
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
電
話

で
同
意
を
得
た
上
で
、
日
時
、
説
明
者
、
家
族
の
氏

名
を
説
明
書
に
記
載
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
医
師
は
、
診
療
録
に
そ
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際

　

埼
玉
県
で
は
、
県
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
よ
り
よ
い
施

設
運
営
と
な
る
よ
う
、
各
施
設
を
直
接
訪
問
す
る
実

地
指
導
な
ど
を
通
じ
て
、
事
業
者
の
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

実
地
指
導
や
事
故
報
告
、
苦
情
な
ど
か
ら
、
施
設

運
営
に
当
た
っ
て
ご
留
意
頂
き
た
い
点
に
つ
い
て
Ｑ

＆
Ａ
形
式
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
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埼玉県からのお願い

公益社団法人
埼玉県介護老人保健施設協会

平成24年度

１年間の歩み

の
利
用
者
の
心
身
の
状
況
及
び
緊
急
や
む
を
得
な
い

理
由
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
６
　

非
常
災
害
対
策
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
点
は
何

で
す
か
。

Ａ
６
　

防
災
訓
練
は
行
っ
て
い
て
も
、
夜
間
想
定
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
な
い
施
設
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
防
災
訓
練
は
年
２
回
以
上
実
施
し
、
う
ち
１

回
は
夜
間
を
想
定
し
た
訓
練
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
倉
庫
等
に
お
い
て
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

ヘ
ッ
ド
の
直
下
（
下
方
45
㎝
、
水
平
方
向
30
㎝
）

に
は
、
荷
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

Ｑ
７
　

事
故
発
生
の
防
止
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
点
は

何
で
す
か
。

Ａ
７●

施
設
内
の
事
故
で
は
、
入
所
者
の
状
況
の
把
握
や
施

設
内
の
危
険
箇
所
の
点
検
、
確
認
が
不
十
分
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
入
所
者
の
転
倒
や
転
落
、
離
設
、
誤

飲
等
の
事
故
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
例
が
多

数
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
点
を
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
施
設
に
お
け
る
介
護
の
手
順
や
緊
急
時
対
応
等
の
決

ま
り
に
つ
い
て
全
職
員
に
周
知
徹
底
し
て
い
る
か
。

○
巡
視
の
体
制
は
整
っ
て
い
る
か
。

○
施
設
内
に
危
険
な
箇
所
は
な
い
か
。

○
浴
室
や
健
康
管
理
室
等
の
場
所
で
は
、
使
用
し
て
い

な
い
時
間
の
施
錠
を
徹
底
し
て
い
る
か
。

●
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
常
に
事
故
の
危
険
性

が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
利
用
者
の
入
浴
中
は
複
数

の
職
員
を
配
置
し
、
職
員
の
見
守
り
が
な
く
な
る
時

間
が
な
い
か
を
再
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
浴
室
に
は
機
械
浴
槽
の
取
扱
説
明
書
を
備

え
て
く
だ
さ
い
。

●
骨
折
や
入
院
以
上
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

事
故
報
告
書
・
再
発
防
止
策
を
市
町
村
（
保
険
者
）・

県
福
祉
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
８
　

苦
情
処
理
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
点
は
何
で
す

か
。

Ａ
８
　

苦
情
が
全
く
な
い
と
い
う
施
設
は
、
苦
情
を
積

極
的
に
収
集
す
る
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

苦
情
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
上
で
の

重
要
な
情
報
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
苦
情
や

要
望
の
記
録
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
そ
の
内
容
を
申
し
送
り
や
全
体
会
議
等

で
周
知
す
る
な
ど
、
職
員
間
で
の
情
報
の
共
有
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
９
　

衛
生
管
理
の
面
で
留
意
す
べ
き
点
は
何
で
す

か
。

Ａ
９
　

汚
物
処
理
室
や
リ
ネ
ン
室
に
お
い
て
、
使
用
済

み
と
未
使
用
の
オ
ム
ツ
や
リ
ネ
ン
が
一
緒
に
置
い

て
あ
る
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
等

の
感
染
症
予
防
の
た
め
、
清
潔
区
域
と
汚
染
区
域

を
区
別
し
、
汚
染
区
域
（
汚
物
処
理
室
）
で
清
潔

物
（
オ
ム
ツ
、
未
使
用
の
清
拭
用
タ
オ
ル
等
）
を

保
管
し
な
い
等
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
害
虫
駆
除
は
半
年
に
１
回
、
飲
料
水
検

査
、
貯
水
槽
清
掃
は
年
１
回
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

6月14日（木）
定期総会
大宮ソニックシティ
管理者研修会
　「介護老人保健施設の今後の方向性」
　講師　山田和彦全老健会長

7月24日（火）
民主党国会議員団との
意見交換会
衆議院第1議員会館

9月6日（木）
民主党県議団との意見交換会
県議会議事堂

9月20日（木）
公明党県議団との意見交換会
県議会議事堂

10月7日（日）
親善バレーボール大会
坂戸市総合運動公園体育館
　優　勝　ビラベッキア
　準優勝　シルバーケア敬愛

10月23日（火）
事務長研修会
　「メンタルヘルスケア」
さいたま市JACK大宮東天紅大宮店

11月11日（日）
第9回老健ひろば
久喜市ふれあいセンターかがやき

2月22日（金）
関東甲信越ブロック大会
さいたま市大宮ソニックシティ
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医療法人靖和会　介護老人保健施設

介護老人保健施設 介護老人保健施設

介護老人保健施設

〒350‒0845　埼玉県川越市上老袋86‒1
 TEL 049‒229‒5300　FAX 049‒229‒5303
利用料　多床室　4人室　12万円前後　2人室　15万円前後
　　　　従来型個室　21万円前後
　　　　ユニット型個室　室料差額あり　23万円前後
　　　　　　　　　　　　室料差額なし　16万円前後

〒359‒1106　埼玉県所沢市東狭山ヶ丘4‒2666‒1
 TEL 04‒2929‒1177　FAX 04‒2929‒1179
利用料（月額概算）
　　ユニット型個室２F：要介護１ 165,000円～要介護５ 172,000円
　　ユニット型個室３F：要介護１ 320,000円～要介護５ 329,000円

〒359‒1164　埼玉県所沢市三ケ島5丁目1636番地
 TEL 04‒2938‒1818　FAX 04‒2938‒1819
利用料　多床室：12.5万～13.3万円
　　　　従来型個室：16.8万～17.4万円

〒353‒0001　埼玉県志木市上宗岡2丁目20‒17
 TEL 048‒474‒0324　FAX 048‒476‒1133
利用料　ユニット型個室　16万前後～26万前後

小江戸の郷

遊（ゆう） みかじま

志木瑞穂の里

　当施設は平成25年２月に開設、医療法人靖和会の介護老人保健
施設としましては３番目の施設となります。
　当施設は川越市の北東部に位置し、入間川の清流、緑豊かな公
園に隣接しており、自然豊かな環境となっております。
　入所定員は100名で、従来型入所60床、ユニット型入所40床、
通所リハビリは定員40名。入所については４人室、２人室、個
室、ユニット型個室とご利用者様のご要望に応じてご利用いただ
けるよう幅広くご用意しております。
　『心のかよう医療・看護・介護』を理念とし、地域の皆様のお
役に立てるよう努めてまいります。

　当施設は平成24年６月に開設した施設です。４ユニット80名の
入所、定員100名の通所リハビリテーションで運営しておりま
す。居宅介護支援事業所・職員用託児所を併設しております。毎
日の食事や温泉入浴はもちろん、さまざまなレクリエーションや
生活リハを通じて「毎日を楽しむ」＝「遊ぶ」ことを第一に考え
ています。まだまだ試行錯誤の日々ですが、当施設の基本理念で
ある、地域の皆様に信頼され、選ばれる『癒しの心を持つ、施
設』を目指して参ります。また、埼玉県介護老人保健施設協会の
一員として、さまざまな活動に参加させて頂きたいと思います。
今後ともよろしくお願い申し上げます。

　当施設は、平成24年３月に開設し、ようやく１年を迎えたとこ
ろです。緑多い環境の中で、各種リハビリテーションを活用して
いただきながら、明るく優しい雰囲気の生活の場を提供していき
たいと考えています。
　専門スタッフによる利用者様ごとに応じたケアを実施し、高品
質のサービスを維持してまいります。
　又、ご家族の皆さまと各種情報を幅広く共有し、信頼される施
設を目標に掲げています。
　夏祭り等を開催し、利用者様、ご家族、そして地域の皆さまに
少しでも早く認めていただきたいと願っています。

　当施設は昨年の８月28日にオープンいたしました。入所定員
120名の全室個室ユニット型であり、志木市に初めて出来た老健
となります。また、通所リハビリテーション定員80名（１日型30
名・半日型50名）、ショートステイ、訪問リハビリテーションを
併設しております。
　「志木瑞穂の里」においては、ユニットケアによる充実した個
別ケア及びリハビリ専門職（言語聴覚士も常駐）の手厚い配置に
よる集中的なリハビリテーションの提供を図っております。利用
申込または各種相談、施設見学等については、随時受付をしてお
りますので、お気軽に支援相談室までご連絡ください。

施設紹介施設紹介いき
いき
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運
動
の
持
つ
様
々
な
効
果

　

加
齢
に
よ
る
身
体
の
変
化
に
は
、
大
き
な
個
人
差
が

あ
り
ま
す
。
七
〇
代
で
も
キ
ビ
キ
ビ
歩
け
る
人
も
い
れ

ば
、
六
〇
代
で
歩
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
人
も
い
ま

す
。
環
境
や
遺
伝
的
な
要
因
、
長
年
に
わ
た
る
生
活
習

慣
等
の
違
い
が
個
人
差
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。

運
動
は
加
齢
に
伴
う
老
化
を
抑
え
る
と
と
も
に
、
全
身

の
機
能
低
下
を
防
止
し
ま
す
。
動
脈
硬
化
や
高
血
圧
、

肥
満
や
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
治
療

に
も
有
用
で
す
。

　

一
般
的
に
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
筋
繊
維
が

肥
大
化
し
筋
力
が
増
加
し
ま
す
。
高
齢
者
の
場
合
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
筋
力
は
ア
ッ
プ
し
ま
す

が
、
こ
れ
は
筋
肥
大
よ
り
も
筋
の
動
き
を
つ
か
さ
ど
る

神
経
系
が
活
性
化
す
る
と
い
う
要
因
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
筋
力
が
付
く
こ
と
で
動
作
能
力
も
向

上
し
、
そ
れ
と
と
も
に
生
活
空
間
も
広
が
り
ま
す
。
寝

た
き
り
状
態
に
あ
る
人
が
少
し
ず
つ
筋
力
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
で
、
身
の
回
り
の
動
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

自
立
し
て
い
く
こ
と
も
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
神
経
系
の
活
性
化

は
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
高
め
ま
す
。
転
倒
事
故
は
高
齢

者
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た
不
意
の
姿
勢
変

化
に
素
早
く
反
応
し
、
転
倒
を
未
然
に
防
ぐ
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
を
助
け
ま
す
。
ま
た
運
動
に
よ
る
骨
へ

の
圧
力
は
骨
芽
細
胞
を
刺
激
し
、
骨
量
を
増
加
さ
せ
ま

す
。
裏
を
返
せ
ば
運
動
不
足
は
骨
量
を
減
少
さ
せ
る
と

い
う
事
で
す
。
つ
ま
り
運
動
は
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

改
善
に
効
果
が
あ
る
の
で
す
。

　

加
え
て
運
動
に
は
心
臓
や
肺
の
動
き
を
高
め
る
効
果

も
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
有
酸
素
運
動
（
呼
吸
に
よ
っ

て
酸
素
を
多
く
取
り
込
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
行
う
運

動
）
は
心
肺
機
能
を
改
善
し
、
持
久
力
（
ス
タ
ミ
ナ
）

を
向
上
さ
せ
ま
す
。
市
民
マ
ラ
ソ
ン
で
八
〇
歳
代
の
高

齢
者
が
完
走
し
た
と
い
っ
た
話
題
も
よ
く
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
ラ
ン
ナ
ー
と
は
言
わ
な
い
ま

で
も
、
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
日
常
生

活
上
の
活
動
範
囲
を
広
め
る
ス
タ
ミ
ナ
を
獲
得
す
る
こ

と
は
有
意
義
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
心
理
的
な
好
影
響

な
ど
運
動
の
効
果
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
が
運
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
差

が
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
現
在
の
体
力
は
ど
の
程

度
か
、
過
去
の
運
動
経
験
、
運
動
を
行
う
上
で
の
医
療

学
的
な
問
題
〈
疾
患
等
〉
は
な
い
か
等
、
現
状
と
潜
在

面
の
正
し
い
理
解
が
必
要
で
す
。
人
に
よ
っ
て
は
主
治

医
や
理
学
療
法
士
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

運
動
を
続
け
る
た
め
の
工
夫

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
と
血
液
中
に
β
―
エ
ン

ド
ル
フ
ィ
ン
と
い
う
物
質
が
増
加
し
、『
セ
コ
ン
ド
・

ウ
ィ
ン
ド
』
と
呼
ば
れ
る
気
分
の
よ
い
状
態
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
続
け
る
と
『
ラ
ン
ナ
ー
ズ
・
ハ
イ
』
と
い

う
非
常
に
気
持
ち
の
よ
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
運
動
を

習
慣
に
す
る
と
気
分
が
よ
く
て
や
め
ら
れ
な
く
な
る
の

は
、
こ
の
β
―
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
が
関
与
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
運
動
が
気
分
を
よ
く
す
る
の
は

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

本
協
会
理
事　

内　
田　
三
千
則

気
元
を
支
え
る
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確
か
で
す
が
、
長
く
続
け
る
た
め
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た

コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
運
動
は
自
分
自
身
の
健
康
維
持
増
進
に
必
要

で
あ
る
と
理
解
し
、
運
動
し
て
い
く
こ
と
を
『
決
断
』

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
に
無
理
の
な
い
内
容
で
運
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

決
め
ま
す
。
我
慢
や
苦
痛
を
伴
う
運
動
は
継
続
の
妨
げ

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
逆
効
果
で
す
。
楽
し
む
こ
と

が
大
切
で
す
。
一
緒
に
運
動
す
る
仲
間
を
見
つ
け
た

り
、
目
標
を
設
定
し
て
、
達
成
感
を
味
わ
っ
た
り
す
る

こ
と
も
有
効
で
す
。
ぜ
ひ
毎
日
の
記
録
を
付
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。
進
歩
し
て
い
く
様
子
を
メ
モ
書
き
程
度
で

も
残
し
て
お
く
こ
と
は
、
大
き
な
動
機
付
け
と
な
り
ま

す
。
運
動
は
自
分
自
身
の
た
め
の
も
の
。
無
理
な
く
楽

し
く
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１　ひざ立て仰臥位から
　仰向けで両膝を立てて、お尻を浮かすようにして、しっかり持ち上げます。大殿筋というお尻の筋
肉の強化です。20回くらいから始めましょう。
　次に同じ姿勢から、片足を伸ばし、天井へ向けて挙上します。上げきったらゆっくり降ろします。
腸腰筋という股関節を曲げる筋肉の強化です。20回行ったら反対側の足も同様に。

２　片ひじ立て側臥位から
　身体を横たえ片ひじを立てて、足を伸ばします。上側にある足を天井方向へゆっくりと上げていき
ます。いっぱいまで持ち上げたらゆっくりと降ろします。中殿筋という股関節を横に開く筋肉の強化
です。20回行ったら反対側の足も同じように。

３　椅子を使って
　椅子にやや浅めに腰かけ、両手をひざの上に置きます。お辞儀をするように前かがみになってから、
ゆっくりと立ち上がります。ただ立ち上がるだけかと思われがちですが、ひざを伸ばす大腿四頭筋とい
う筋肉の効果的なトレーニング方法です。ひざ前面を強化します。20回ほどしっかり行ってください。

⇦

⇦

⇦

↑↑
↑↑

↑↑

⇦

⇦

⇨

⇦

⇨



11 2013.4　No.51　老健さきたまだより

７　前方から挙上
　６同様の開始姿勢から、前方
に向けて挙上します。これも肩
周囲の筋肉を強化します。ま
た、前方水平位の位置から真横
へ腕を開いたり閉じたりする運
動も、胸から肩周囲にかけての
筋力増加に効果的です。

６　ひじの運動
　５と同様の開始姿勢から、ひじの曲げ伸
ばし運動を行います。上腕二頭筋や上腕三
頭筋などのひじの屈伸に関係する筋肉を強
化する効果があります。

４　テーブルや壁に
　　　　　　手を添えて

　安定したテーブル等の台に軽く手を
添えて立ちます。そしてつま先立ちに
なるようにかかとを20回上げ下げしま
す。これは腓腹筋、ヒラメ筋というひ
ざ後面の筋肉の強化となります。前述
の椅子を使った運動と合わせ、ひざの
表裏を強化することで、歩行時等のひ
ざの痛みを抑える効果もあります。

５　ペットボトル等（500ml位）を手に持って、横から挙上
　容量500ml位の水の入ったペットボトル等を手に持っておもりとします。立位または
椅子等に座った姿勢で、手を大きく横に開くようにして天井へ向けて上げていきます。
肩周囲の筋力強化となります。20回ほど行ってください。

↑↑

⇦

⇦

⇨

⇦

⇦

⇦

⇦

⇦

⇨
⇨



編 集 後 記 脳卒中と骨折予防
　ねたきり　ゼロへの第一歩

第

条
1 「手は出し過ぎず目は離さず」が

　介護の基本　自立の気持ちを大切に

第

条
6

ねたきりは　ねかせきりから作られる
　過度の安静逆効果

第

条
ベッドから移ろう移そう車椅子
　行動広げる機器の活用

第

条7

リハビリは早期開始が効果的
　始めようベッドの上から訓練を

第

条
3 手すり付け　段差をなくし　住みやすく

　アイデアいかした住まいの改善

第

条
8

暮らしの中のリハビリは
　食事と排泄、着替えから

第

条
4 家庭でも社会でも　喜び見つけ

　みんなで防ごう閉じ込もり

第

条
9

朝起きて、まずは着替えて身だしなみ
　寝・食分けて生活にメリとハリ

第

条
5 進んで利用　機能訓練　デイ・サービス

　寝たきりなくす人の和　地域の和

第

条
10

第

ねたきり0への10か条ねたきり0への10か条ねたきり0への10か条
ゼロゼロゼロ

公益社団法人　埼玉県介護老人保健施設協会
（事務局）〒350-2213　埼玉県鶴ヶ島市脚折1877番地

介護老人保健施設　鶴ヶ島ケアホーム内
TEL. 049－271－5121　FAX. 049－271－5124
URL:http://saitamaroken.jp/　E-mail :sairoken@manjyukai.or.jp

　

一
昨
年
度
の
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
、
昨
年

度
の
全
老
健
第
一
回
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

の
開
催
と
、
毎
年
記
憶
に
残
る
取
り
組
み
が
展
開

で
き
て
お
り
ま
す
の
は
会
員
の
皆
さ
ま
の
お
力
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

日
々
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
挑
戦
が
組
織
の
前

進
に
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
。　

2

 毎月15日は いい介
１ ５

護 老健の日
利用者の幸せサポート　埼老健

　
　
　

埼
老
健
介
護
百
人
一
首
優
秀
歌

　

夫
と
の
互
い
の
介
護
の
日
々
の
間
に
そ
っ
と
寄
り
そ
う
夕
ぐ
れ
の
道

浅
倉　

道
子（
上
福
岡
リ
ハ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

ぬ
れ
落
ち
葉
今
日
の
お
昼
は
老
健
で
妻
は
近
所
の
回
転
寿
司
屋

久
保
井　

眞（
戸
田
介
護
老
人
保
健
施
設
）

見
て
い
る
よ
分
か
っ
て
い
る
よ
大
丈
夫
優
し
く
微
笑
む
あ
な
た
に
感
謝

近
藤　

由
紀（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

も
う
一
度
自
分
の
足
で
歩
き
た
い
頑
張
る
姿
勇
気
を
も
ら
う

佐
藤　

緑（
上
福
岡
リ
ハ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

昨き
の
う日
ま
で
で
き
て
た
生く

ら
し活
そ
の
ま
ま
に
明
日
も
続
け
と
励
む
リ
ハ
ビ
リ

田
中　

哲（
鶴
ヶ
島
ケ
ア
ホ
ー
ム
）

「
ま
た
来
ま
す
」「
忘
れ
な
い
よ
」
と
帰
り
際
ま
さ
か
の
遺
言
笑
顔
の
思
い
出

馬
場　
と
も
子（
鶴
ヶ
島
耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所
）

老
い
た
手
に
我
が
母
重
ね
な
お
い
っ
そ
や
さ
し
い
心
や
さ
し
い
介
護

増
田　
き
よ
子（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

介
護
士
の
引
く
手
を
握
り
あ
り
が
と
う
母
に
引
か
れ
し
そ
の
手
の
ま
ま
に

　

正
高　
寿
美
男（
さ
ん
と
め
）

「
家
が
い
い
」「
私
が
看
な
く
ち
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
」
父
の
介
護
は
母
の
魂

若
林　

揚
子（
な
で
し
こ
）

小
谷
あ
ゆ
み
賞

最
期
の
日
思
い
を
こ
め
て
手
を
に
ぎ
り
出
会
え
た
こ
と
の
大
き
さ
を
知
る

丸
本　

春
代（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

（
五
十
音
順
）


